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■権利について
¡ Microsoft,Windows,Excelは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。
¡本書に記述されている製品名は、一般に各メーカーの商標または登録商標です。

　なお、本書ではTM、©、®は割愛しています。

■本書の内容について
¡ 本書は著者・編集者が実際に操作した結果を慎重に検討し、著述・編集しています。ただし、本書の記述
内容に関わる運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いませんのであらかじめ
ご了承ください。

¡ 本書で紹介している各操作の画面は、Windows 8（日本語版）を基本にしています。他のOSをお使いの
環境では、画面のデザインや操作が異なる場合がございます。また、画面解像度は1280×768を基本
としています。他の解像度では、リボンのアイコンなどが異なる場合がございます。あらかじめご了承くだ
さい。

■サンプルデータについて
¡ 本書のサンプルデータは、C&R研究所のホームページからダウンロードすることができます。ダウン
ロード方法については、17ページを参照してください。

¡ サンプルデータの動作などについては、著者・編集者が慎重に確認しております。ただし、サンプルデー
タの運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いませんのであらかじめご了承く
ださい。

¡ サンプルデータの著作権は、著者及びC&R研究所が所有します。許可なく配布・販売することは堅く禁
止します。

●本書の内容についてのお問い合わせについて
　この度はC&R研究所の書籍をお買いあげいただきましてありがとうございます。本書の内容に関する
お問い合わせは、「書名」「該当するページ番号」「返信先」を必ず明記の上、C&R研究所のホームページ
（http://www.c-r.com/）の右上の「お問い合わせ」をクリックし、専用フォームからお送りいただくか、FAX
または郵送で次の宛先までお送りください。お電話でのお問い合わせや本書の内容とは直接的に関係のな
い事柄に関するご質問にはお答えできませんので、あらかじめご了承ください。
〒950-3122 新潟県新潟市北区西名目所4083-6　株式会社 C&R研究所　編集部
FAX 025-258-2801
『Excel2013/2010限定版 データを「見える化」するExcelデータ分析大事典』サポート係



3

　Excel2007～2000対応の「Excelデータ分析大事典」においてグラフを使ってデータ分析する方法を

解説しました。Excel2013/2010への対応にあたって、グラフ化が難しい大量のデータへの対処法を追

加しています。

　商品アイテム数や営業担当者などが数十件を超えてくるとグラフにするのが大変になり、百や千を超え

てくると操作の手間やファイルの容量が膨大になります。そこで、大量のデータをグラフ化する方法を

CHAPTER-5に追加しました。このCHAPTERでは、コンパクトなグラフとしてスパークライン・濃淡グラ

フ・散布図を紹介し、グラフのデータを切り替える方法として次のスライサーとスクロールバーを解説して

います。

■ グラフのデータを切り替える

　大量のデータに対して数多くのグラフを作っても一度に見られるのは1画面分だけです。このため、1画

面分だけグラフを作成してグラフのデータを切り替えると、効率的なデータ分析が可能になります(249、

255ページ参照)。

はじめに

▼スライサー

▼スクロールバー

グループごとに切り替える

一定件数ごとに
切り替える
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　前作で紹介した手法も次のようにExcel2013/2010に対応させるとともに、テーブル機能になるべく

対応させています。

■ クロス集計表の縦横の構成比を1つのグラフに表現する

　クロス集計表は縦横に数値を表示しますが、帯グラフ

では1方向の構成比しか表現できません。このとき、モ

ザイク図を使うと、クロス集計表にある縦の構成比を棒

の長さ、横の構成比を棒の幅で表現することができます

（61ページ参照）。

■ 基準と実績のような2種類の数値を比較して管理する

　予算や目標のような基準と実績を比較して管理することは

広く行われますが、役職や経験によって営業担当者の目標が

異なるように基準が項目ごとに異なることがあります。このと

き、縦棒の一本ずつに基準の横棒が設定できるベンチマー

クチャートを利用すると基準と実績が比較しやすくなります

（103ページ参照）。

■ 2つの数値間のギャップを分析する

　自社と競合他社、昨年と今年の実績のように2つの数値を比

較し、要因ごとにギャップの量を視覚化したチャートがウォー

ターフォールチャートです。このチャートのギャップは縦棒で表

されることがありますが、本書ではプラス/マイナスを明確にす

るために上下矢印を使っています（113ページ参照）。

■ 1アイテムあたりの2種類の数値を比較する

　国内市場が1.5%プラス、欧州市場が5.6%プラスのように、

増減率は各市場や商品の分類ごとに発表されることがありま

す。しかし、各市場などが占める割合がわからないと、増減率で

はどの程度の影響なのかわかりません。このとき、可変幅の縦

棒グラフを使うと、増減率と構成比を同時に表現し、全体に対

する影響を面積で表現することができます（131ページ参照）

▼ベンチマークチャート

▼ウォーターフォールチャート

基準の横棒を項目
ごとに引ける

要因ごとにギャップを
表示する

▼可変幅の縦棒グラフ

増減率と構成比を同時に表現できる

▼モザイク図

縦の構成比を棒の長さ、
横の構成比を棒の幅で
表現できる
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■ 季節的な変動を除去した推移を表す

　季節的な変化が大きいデータは、そのまま時系列に並べ

ても季節以外の要因による変化がわかりません。このとき、

季節指数を使うと、生のデータから季節的な変動を除くこと

ができます。本書では、計算が簡単な月別平均法だけでな

く、正確な計算ができる連環比率法まで解説しています

（187ページ参照）。

■ 流入量・流出量・滞留量・滞留期間の時系列変化を分

析する

　入ってきた量と出ていった量を把握して、入ってきて出

ていない滞留している量を時系列に分析・管理するのが流

動数曲線です。製造業なら原材料の仕入量・製品の完成

量から仕掛品量、商業なら仕入量・売上量から在庫量また

は入店者数・出店者数から滞留人数・滞留時間、携帯電話

やトレーニングジムなら新規契約者数・解約者数から契約

中の人数などを分析します（196ページ参照）。

■ 計画と実績の差の時系列変化によって進捗を管理する

　規格大量生産において、計画生産量の累計と実績生産量の

累計を比較することで生産の進捗を管理するのが製造三角図

です。売上高や契約数のように数量であれば、製造三角図を活

用して進捗を管理することができます（214ページ参照）。

　最後に、本書の執筆・制作に当たって、企画の段階から粘り強くフォローやサポートをしてくれたすべての

スタッフに、心から感謝申し上げます。そして、読者の皆様にとって本書がデータを分析する上でいくばくか

のお役に立てれば幸いです。

2015年3月 C&R研究所ライティングスタッフ

寺田裕司

▼季節調整値

▼流動数曲線

季節的な変動を除いた
推移を表示する

滞留量を
分析する

流入量の累計

流出量の累計

▼計画・実績対比グラフ（製造三角図）

累計で進捗を
管理する

計画累計を下回れば遅れ



6

22 CHAPTER-1　データ分析の基本的な手法
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　ピボットテーブルでは、フィールドをドラッグ&ドロップしなくても詳しい情報を表示することができます。
ここでは、作成済みのピボットテーブルから売上高の内訳を表示するサンプルを紹介します。

詳細データに掘り下げて分析する02
ドリルダウン分析

2010 2013 CHAPTER-1 02 ドリルダウン_s.xlsxVer. Sample

売上高の内訳を
表示する

作成済みのピボットテーブルの
内容について

セルE4に「=MONTH（［@日付］）&"月"」と入力する

準備
　289ページと同じ要領でテーブルに対してピボットテーブルを作成します。
　サンプルファイルでは、24ページで「集計アイテム」を使うために、A列のシリアル値から月を抜き出す数式をE
列に入力します。次に、行エリアに分類、列エリアに月、値に金額を配置したピボットテーブルを作成します。行エリ
アの最上位に「売上高」を、最下位に「その他」を移動して、総計を削除します。
　なお、アイテムの移動はアイテム名のセルの右端境界線をドラッグし、総計の削除は「総計」のセルを右クリック
して［総計の削除（V）］を選択します。

テーブルでは、セルE4に数式を入力すると、下のセルにも
数式が自動的にコピーされます。

HINT

本書の各ページのレイアウトは、次のようになっています。

本書の読み方

D対応バージョン
対応しているバージョン
を示しています。表示の
ないバージョンは非対応
であることを意味します。

Dインデックス
どの章かわかりやすい
ように見開きのページ
の両側にインデックスを
配置しています。

D導入分
この項目の概要を説明
しています。

Dサンプル
ここで紹介するサンプル
の概要を説明します。

D章タイトル
この章のタイトルを表し
ています。

D見出し
この項目の内容を一言
で表しています。

Dサンプルデータの所在
ダウンロードしたサンプルデータのフォルダ
階層を表しています。ダウンロード方法は
17ページを参照してください。
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STEP-01 詳細データの表示
　「売上高」の詳細データを表示します。

1「詳細データの表示」ダイアログボックスの表示 2「明細」の選択

詳細なデータを表示したいアイテムをダブルクリックします。
HINT

詳細なデータを表示したいフィールドを選択します。
HINT

「売上高」をダブルクリック1 クリック2

ク
リ
ッ
ク

1

　ピボットテーブルで集計したデータのアイテムをダブルクリックすると、詳細データを表示することができます。この操
作は、集計値が大きい・小さいなどの原因や要因を分析するために、情報を掘り下げていく用途に使います。なお、詳細
データを表示した後に元の状態に戻すには、操作例 で追加されたフィールドをピボットテーブルから削除します。

アイテムをダブルクリックすると詳細データを表示することができる

　ピボットテーブルのオプションを初期設定から変更していると、行や行の見出しをダブルクリックをしても「詳細
データの表示」ダイアログボックスが表示されないことがあります。この場合は、次のように操作してオプションの設
定を変更します。なお、明細データを抽出する機能もドリルダウン分析と同じように次の設定がONになっていること
が必要です。
1   ピボットテーブル内のセルを右クリックし、［ピボットテーブルオプション（O）］をクリックします。
2 「データ」タブをクリックし、［詳細を表示可能にする（E）］をONにして ボタンをクリックします。

詳細データを表示できない場合の対処法

　詳細→分類の順にデータを集約するには、集約したい項目の上位の項目名をダブルクリックします。たとえば、詳
細データを表示した操作例のピボットテーブルにあるフィールド「売上高」を集約するには、「売上高」をダブルクリッ
クします。なお、詳細→分類の順にデータを集約して事柄の傾向を分析する方法を「ドリルアップ分析」といいます。

詳細データを集約するには

「売上高」をダブル
クリックすると…

フィールド「明細」が
折りたたまれる

最新情報について

　本書の記述内容において、内容の間違い・誤植・最新情報の発生などがあった場合は、「C&R研究所のホームページ」
にて、その情報をいち早くお知らせします。
URL 　http://www.c-r.com　（C&R研究所のホームページ）

DTECHNIC
操作例のテクニックの
ポイントや仕組みを解説
します。

D操作解説
具体的な操作を手順を
追って説明します。

DHINT
操作の補足や注意点を
解説します。

DADVICE
発展的な情報を解説し
ます。
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SECTION-01 ピボットテーブルを使った基本的な分析手法 ……………………………………………20
SECTION-02 詳細データに掘り下げて分析する ………………………………………………………22

¡アイテムをダブルクリックすると詳細データを表示することができる

¡詳細データを表示できない場合の対処法

¡詳細データを集約するには

SECTION-03 詳細に分析すべき項目を見つける ………………………………………………………24
¡サンプルで設定する集計アイテム

¡集計アイテムを使うと売上高対比率を算出できる
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¡平均値を比較すると販売促進の効果は計算できる
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¡100%積み上げ面グラフを工夫するとモザイク図を作成することができる

¡モザイク図の構造

¡グラフの任意の位置に文字列を表示する仕組み

SECTION-09 マクロを使ってクロス集計表の縦横の構成比を1つのグラフで表す …………………61
¡ピボットテーブルからマクロを使ってモザイク図を作成することができる
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CONTENTS
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マクロの入力方法について
　ユーザーフォームの準備とマクロの入力には、VBEを利用します。ここではVBEの編集画面から行うユーザー
フォームの準備とマクロの入力について解説します。なお、本書ではマクロを入力する基本操作を省略し、ソース
部分のみを表示しています。

「開発」タブを表示するには
　Excel2013/2010でマクロを利用する場合、初期設定では非表示になっている「開発」タブをリボンに表示す
る必要があります。「開発」タブを表示するには、次のように操作します。
1  「ファイル」タブをクリックし、［オプション］をクリックします。
2  「リボンのユーザー設定」をクリックし、［リボンのユーザー設定（B）］で「メインタブ」を選択して［開発］をONにし、

ボタンをクリックします。

標準モジュールにマクロを入力するには
　「標準モジュール」にマクロを入力するには、次のように操作します。
1  VBEのメニューバーから［挿入（Ｉ）］→［標準モジュール（M）］を選択します。
2   表示されたコードウィンドウにマクロのソースを入力します。

VBEを起動・終了するには
　VBEを起動するには、Excelのリボンにある「開発」タブをクリックし、［Visual Basic］をクリックします。VBEを
終了してExcelに戻るには、VBEのメニューバーから［ファイル（F）］→［終了してMicrosoft Excelへ戻る（C）］を
選択します。

マクロを利用する場合は
「開発」タブを表示する
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コントロールを配置するには
　作成済みのユーザーフォーム上にコントロールを配置するには、次のように操作します。
1  VBEのプロジェクトウィンドウから目的のユーザーフォームをダブルクリックします。
2   ユーザーフォーム上をクリックします。この操作で「ツールボックス」が表示されます。「ツールボックス」が表示されな
い場合は［表示（V）］→［ツールボックス（X）］を選択します。

3   ツールボックスから目的のコントロールをクリックし、ユーザーフォーム上を斜めにドラッグします。
4   配置したコントロールが選択されている状態でプロパティウィンドウの「全体」タブをクリックして、「（オブジェクト名）」
のテキストボックスにコントロール名を入力します。

　なお、ユーザーフォームとコントロールのハンドル（□）をドラッグするとサイズを変更することができ、選択して
いるコントロールの枠線をドラッグすると移動することができます。

ツールボックス

プロジェクト
ウィンドウ

プロパティ
ウィンドウ

ツールボックスで目的のコント
ロールをクリックし、ユーザー
フォーム上を斜めにドラッグする

ユーザーフォームを作成するには
　ユーザーフォームの準備は、ユーザーフォームを作成し、その上に部品であるコントロールを配置します。ユー
ザーフォームを作成するには、次のように操作します。
1  VBEのメニューバーから［挿入（Ｉ）］→［ユーザーフォーム（U）］を選択します。
2   プロパティウィンドウの「全体」タブをクリックして、「（オブジェクト名）」のテキストボックスにユーザーフォーム名を入力
します。

ユーザーフォームにマクロを入力するには
　作成したユーザーフォームにマクロを入力するには、次のように操作します。
1  VBEのプロジェクトウィンドウで目的のユーザーフォームをクリックします。
2   ［表示（V）］→［コード（C）］を選択します。
3   表示されたコードウィンドウにマクロのソースを入力します。
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マクロの実行方法について
　Excel2013/2010の初期設定では、マクロを保存したブックを開いただけではマクロを実行することができ
ません。ここでは、マクロを実行できる状態でブックを開く方法とマクロの実行方法について解説します。

マクロを実行できる状態でブックを開くには
　マクロを実行できる状態でブックを開くには、次のように操作します。
1  マクロを含むブック（拡張子「.xlsm」）を開きます。
2  リボンと数式バーの間に「セキュリティの警告 マクロが無効にされました。」というメッセージバーが表示されるので、
メッセージバーにある ボタンをクリックします。

　なお、一度、上記の操作でマクロを有効にすると、次回、同じブックを開いた際には、メッセージバーが表示されま
せん。また、VBEが起動している場合は、「Microsoft Office Excelのセキュリティに関する通知」ダイアログボッ
クスが表示されるので、 ボタンをクリックします。

マクロを実行するには
　マクロを実行するには、次のように操作します。
1  Excelの「開発」タブをクリックし、［マクロ］をクリックします。
2  「マクロ」ダイアログボックスにある［マクロ名（M）］の一覧から目的のマクロを選択し、 ボタンをクリックし
ます。

　なお、マクロの実行時にエラーが発生した場合は、 ボタンをクリックし、マクロの仕様通りの操作を
行っているかを確認します。

マクロを作成したブックを保存するには
　マクロを作成したブックは、通常のExcelブック（拡張子「.xlsx」）ではなく、Excelマクロ有効ブック（拡張子
「.xlsm」）で保存する必要があります。マクロを作成したブックを保存するには、VBEを終了した状態から次のよう
に操作します。
1  「ファイル」タブをクリックし、[名前を付けて保存]をクリックします。
2  保存先を選択します。
3   ［ファイル名（N）］にファイル名を入力し、［ファイルの種類（T）］に「Excelマクロ有効ブック（＊.xlsm）」を選択して、

ボタンをクリックします。
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マクロのショートカットキーを割り当てる方法
　入力したマクロにショートカットキーを割り当てると、キー操作で素早く実行することができます。

マクロにショートカットキーを割り当てるには
　入力済みのマクロにショートカットキーを割り当てるには、次のように操作します。
1  Excelの「開発」タブをクリックし、［マクロ］をクリックします。
2  「マクロ」ダイアログボックスにある［マクロ名（M）］の一覧から目的のマクロを選択し、 ボタンをクリックしま
す。

3  ［ショートカットキー（K）］の「Ctrl+」の横のテキストボックスに割り当てるキーのアルファベットを入力します（アルファ
ベトは半角で入力する）。このとき、小文字で入力すると キーとの組み合わせとなり、大文字で入力すると
+ キーとの組み合わせになります。

4  ボタンをクリックします。

マクロを選択する

ショートカットキーに利
用するキーのアルファ
ベットを入力する
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　本書のサンプルデータは、C&R研究所のホームページからダウンロードすることができます。本書のサンプル
を入手するには、次のように操作します。
1  「http：//www.c-r.com/」にアクセスします。
2  トップページ左上の「商品検索」欄に「156-6」と入力し、［検索］ボタンをクリックします。
3  検索結果が表示されるので、本書の書名のリンクをクリックします。
4  書籍詳細ページが表示されるので、［サンプルデータダウンロード］ボタンをクリックします。
5  下記の「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、ダウンロードページにアクセスします。
6  「サンプルデータ」のリンク先のファイルをダウンロードし、保存します。

サンプルデータのダウンロード方法

※ ユーザー名・パスワードは、半角英数字で入力してくだ
さい。また、「J」と「j」や「K」と「k」などの大文字と小文字
の違いもありますので、よく確認して入力してください。

サンプルのダウンロードに必要な
ユーザー名とパスワード

exd13
y4nt2

ユーザー名

パスワード

　サンプルファイルは、CHAPTERごとのフォルダーの中に、項目番号のフォルダーに分かれています。また、操
作結果のサンプルは、項目番号のフォルダー内の「操作結果」フォルダーの中にあります。なお、サンプルデータは
ZIP形式で圧縮されています。パソコンのOSがWindows 8.1/8/7/Vistaの場合は、ダウンロードしたサンプル
ファイルを右クリックして［すべて展開（T）］を選択すると、解凍することができます。
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　ピボットテーブルを使うと、基本的な分析を効率的に実行することができます。本章では、次のような基本
的な分析手法を解説します。

ピボットテーブルを使った
基本的な分析手法01

森を見てから木を見る
　ドリルダウン分析は、まず森を見てから木を見るという考えから、集計値から詳細なデータを表示する分析手法
です。詳細なデータの中でチェックすべき項目を見つける方法に、全体に対する比率があります。通常、収入の大
部分が売上になるので、収入に対する比率として売上高に対する比率が使われます。この比率は、同業種の標準値
と比べて悪かったり、以前より悪化した項目の詳細データをチェックします。

▼ドリルダウン分析

▼売上高対比率

集計値の詳細データ（内訳）
を表示して分析する

売上高に対する比率の
変化でチェックすべき
項目を見つける

▼元のピボットテーブル
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販売促進と売上高の相関を分析する
　販売促進と売上高のように、文字データと数値データの相関について統計的に正確な分析を行うには、複雑な
作業が必要になります。しかし、ピボットテーブルの平均値を使うと、正確さは下がりますが、簡単に分析すること
ができます。

変化率からピークを予想する
　ブームに乗って商品を作り過ぎて在庫の処分に困ったという話を聞きます。これは、需要のピークを見誤ったの
が原因です。右肩上がりに増え続ける売上を見ていると、このまま増え続けるという錯覚に陥りやすくなります。
このとき、増え続ける売上からでも、ピークアウトの信号を読み取ることが可能です。通常、ピークを打つ前に増
加率は徐々に下がっていくので、変化率を注視することでピークアウトが事前にわかることがあります。

ピボットテーブルで
求めた平均値から
販売促進の効果を
算出する

翌月は変化率が1（100％）
を下回りそうなので翌月から
減少に転じると予想できる
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　ピボットテーブルでは、フィールドをドラッグ&ドロップしなくても詳しい情報を表示することができます。
ここでは、作成済みのピボットテーブルから売上高の内訳を表示するサンプルを紹介します。

詳細データに掘り下げて分析する02
ドリルダウン分析

2010 2013 CHAPTER-1 02 ドリルダウン_s.xlsxVer. Sample

売上高の内訳を
表示する

作成済みのピボットテーブルの
内容について

セルE4に「=MONTH（［@日付］）&"月"」と入力する

準備
　289ページと同じ要領でテーブルに対してピボットテーブルを作成します。
　サンプルファイルでは、24ページで「集計アイテム」を使うために、A列のシリアル値から月を抜き出す数式をE
列に入力します。次に、行エリアに分類、列エリアに月、値に金額を配置したピボットテーブルを作成します。行エリ
アの最上位に「売上高」を、最下位に「その他」を移動して、総計を削除します。
　なお、アイテムの移動はアイテム名のセルの右端境界線をドラッグし、総計の削除は「総計」のセルを右クリック
して［総計の削除（V）］を選択します。

テーブルでは、セルE4に数式を入力すると、下のセルにも
数式が自動的にコピーされます。

HINT
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STEP-01 詳細データの表示
　「売上高」の詳細データを表示します。

1 「詳細データの表示」ダイアログボックスの表示 2 「明細」の選択

詳細なデータを表示したいアイテムをダブルクリックします。
HINT

詳細なデータを表示したいフィールドを選択します。
HINT

「売上高」をダブルクリック1 クリック2

ク
リ
ッ
ク

1

　ピボットテーブルで集計したデータのアイテムをダブルクリックすると、詳細データを表示することができます。この操
作は、集計値が大きい・小さいなどの原因や要因を分析するために、情報を掘り下げていく用途に使います。なお、詳細
データを表示した後に元の状態に戻すには、操作例 で追加されたフィールドをピボットテーブルから削除します。

アイテムをダブルクリックすると詳細データを表示することができる

　ピボットテーブルのオプションを初期設定から変更していると、行や行の見出しをダブルクリックをしても「詳細
データの表示」ダイアログボックスが表示されないことがあります。この場合は、次のように操作してオプションの設
定を変更します。なお、明細データを抽出する機能もドリルダウン分析と同じように次の設定がONになっていること
が必要です。
1   ピボットテーブル内のセルを右クリックし、［ピボットテーブルオプション（O）］をクリックします。
2 「データ」タブをクリックし、［詳細を表示可能にする（E）］をONにして ボタンをクリックします。

詳細データを表示できない場合の対処法

　詳細→分類の順にデータを集約するには、集約したい項目の上位の項目名をダブルクリックします。たとえば、詳
細データを表示した操作例のピボットテーブルにあるフィールド「売上高」を集約するには、「売上高」をダブルクリッ
クします。なお、詳細→分類の順にデータを集約して事柄の傾向を分析する方法を「ドリルアップ分析」といいます。

詳細データを集約するには

「売上高」をダブル
クリックすると…

フィールド「明細」が
折りたたまれる
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　ドリルダウン分析すべき項目を見つける方法に、売上高対比率があります。この比率は、ピボットテーブル
を使って求めることができます。ここでは、売上高に対する費用の比率を求め、折れ線グラフにプロットする
サンプルを紹介します。
※22ページと同じサンプルファイルを利用します。

詳細に分析すべき項目を見つける03
売上高対比率

2010 2013 CHAPTER-1 03 ドリルダウン_s.xlsxVer. Sample

STEP-01 2つ目のピボットテーブルの作成
　ここでは、集計したピボットテーブルとは別にグラフ作成用のピボットテーブルを作成するために、作成済みのピ
ボットテーブルから2つ目のピボットテーブルを作成します。

1 ピボットテーブルの選択

売上高に対する
比率を求め、1

折れ線グラフに
プロットする2

セルA3で左ボタン
を押す1

セルD9までドラッグし、
左ボタンを離す2
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2 ピボットテーブルのコピー 3 フィールド「月」の移動

操作例 の後に選択範囲を右クリックして［コピー（C）］を
選択し、操作例 の代わりにセルA17を右クリックして［貼り
付け（P）］を選択しても同じ結果になります。

HINT

この後、操作例 と同じ要領でフィールド「分類」を列エリア
に移動します。

HINT

STEP-02 集計アイテムの追加と表示アイテムの設定
　アイテム「材料費」「人件費」「設備費」「その他」の売上高に対する比率と、これらの合計である「総支出」とこの
売上高に対する比率を求めます。

Excel2010では、操作2で、「オプション」タブをクリックします。
HINT

集計アイテムを列に追加する際は、列のアイテムを選択していないと、［集計アイテム（Ⅰ）］を選択できないので注意が必要です。
HINT

1 「集計アイテムの挿入」ダイアログボックスの表示

選択範囲の枠線上
で左ボタンを押す1

キーを押しながら、ここまで
ドラッグして左ボタンを離す2

「月」の上で左ボタン
を押す1

行までドラッグして
左ボタンを離す2

クリック2 クリック3

ク
リ
ッ
ク

4

列のアイテムをクリック1
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1 並べ替えとフィルターの設定パネルの表示

2 名前・関数・アイテムの入力 3 2つ目のアイテムの入力

「材料費率」
と入力する1

クリック2

クリック3

「/」と入力する1

ク
リ
ッ
ク

4

ク
リ
ッ
ク

2

ク
リ
ッ
ク

3

操作例 3 の後、操作例 1 ～ 3 と同じ要領で他の集計アイテムを挿入します（下記のADVⅠCE参照）。なお、追加した集計アイ
テムを削除するには、操作例 2 のタイミングで「集計アイテムの挿入」ダイアログボックスにある［名前（N）］に「材料費率」を選択
して ボタンをクリックします。

HINT

クリック1

クリック4

　サンプルでは、操作例で設定した集計アイテムの他に、右の集
計アイテムを挿入します。

サンプルで設定する集計アイテム 名　前 数　式
人件費率 人件費/売上高
設備費率 設備費/売上高
その他率 その他/売上高
総支出 材料費+人件費+設備費+その他
総支出率 総支出/売上高

STEP-03 表示アイテムの設定
　売上高に対する比率をグラフ化するために、比率のみを表示するように設定します。
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2 比率以外のアイテムの非表示

比率以外のアイテムを
OFFにする1

クリック2

STEP-04 売上高に対する比率の折れ線グラフの作成
　292ページと同じ要領で、17行目以降に作成したピボットテーブルから折れ線グラフを作成します。
　この後、3行目からのピボットテーブルの行エリアにある追加した集計アイテムを非表示にします。

　売上高対比率は、同業種の標準値と比較して自社の状況を把握したり、時系列の変化を管理することでコスト管
理することができます。この比率は、集計アイテムを使うことでピボットテーブルに表示することが可能になります。
なお、操作例の「総支出率」では、集計アイテムを使って求めた値に対して、さらに集計アイテムで売上高に対する比
率を求めています。

集計アイテムを使うと売上高対比率を算出できる

操作例 2 の後、比率の表示形式を小数点以下1桁のパーセント表示に設定します。
HINT
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　サンプルファイルでは、行エリアに販売促進、列エリアに曜日、値に売上高を配置したピボットテーブルを作成し
ます。総計の削除は「総計」のセルを右クリックして［総計の削除（V）］を選択して総計を削除します。

準備
289ページと同じ要領でテーブルに対してピボットテーブルを作成します。

　販売促進は、販売促進をした日とそれ以外の日に分けてデータを集計して平均値を算出すると、効果を測
定することができます。ここで、ピボットテーブルに配置済みの売上高の合計値を平均値に変更するサンプ
ルを紹介します。

販売促進の効果を測定する04
平均値

2010 2013 CHAPTER-1 04 販売促進効果測定_s.xlsxVer. Sample

販売促進対策の
効果を求める

セルD4に「=TEXT（［@日付］,"aaa"）」と入力し、
下にコピーする

販売促進の内容を
入力する
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STEP-01 平均値の算出
　値に配置した売上高の計算方法を平均に変更し、平均値を比較しやすいように、桁区切りの表示形式「数値」に
変更します。

1 データの集計方法の変更

3 表示形式「数値」の設定2 「セルの書式設定」ダイアログボックスの表示

表示形式が「標準」の状態では数値を比較しにくいので、表
示形式を変更します。

HINT
ここでは、小数点以下の桁数「0」、桁区切りの表示形式「数
値」に変更することとします。

HINT

「合計/売上高」の
上で右クリック1

「平均/売上高」の
上で右クリック1

ク
リ
ッ
ク

2

ク
リ
ッ
ク

2

クリック1 「0」と入力する2

Ｏ
Ｎ
に
す
る

3

クリック4


